




 

 進行性筋ジストロフィー症の給食として、各施設では概ね一般病人食を与え

ている。これでは残食が多く不経済的である上に、適切な栄養補給も出来ない。 

 これ等の点を解決するには、本症患者の栄養所要量を算定し、これに基づい

て食餌基準を作成することが先決であると考える。 

 かゝる目的でPMD患者食餌基準共同研究委員を選出し、3回の委員会を持ち、

本研究班の 10 年の栄養学的研究業績を集大成し、一部栄養調査、基礎栄養学的

研究を補足して、それらを基に食餌基準書を作成するため下記のように準備を

進めた。 


